
（小児看護学病棟実習）

小児看護学実習：3年後期開講　2単位　必修科目
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子どもの発達段階に合わせた言語
的・非言語的コミュニケーションの
工夫ができる。

十分な説明や納得が得られるような
関わり等、子どもの権利を尊重した
関わりについて考えられる。

健康障害や入院が子どもと家族に及
ぼす影響がわかる。

子どもの成長発達に合わせた日常生
活の援助ができる。

受け持ち児の病態生理，治療の状況
がわかる。

疾病関連図が正しく書けた
疾病関連図が助言によっ
て書けた

疾病関連図が助言が
あってもあまり書けな
かった

疾病関連図がほとんど書け
なかった

必要な情報を収集し、科学的な根拠
に基づいてアセスメントし、問題点
が抽出できる。

全体像にアセスメントと問
題点が示せた

全体像にアセスメントと
問題点がだいたい示せた

全体像にアセスメント
と問題点の一部が示せ
た

全体像にアセスメントと問
題点がほとんど示せなかっ
た

受け持ち児と家族の個別性を考慮し
た援助計画が立案できる。

個別性を考慮したプランが
立案できた

個別性を考慮したプラン
がだいたい立案できた

個別性を考慮したプラ
ンが少し立案できた

個別性を考慮したプランが
ほとんど立案できなかった

立案した計画に沿って援助を実施で
きる。

実施した援助について評価し、計画
の修正ができる。

小児看護に特有な検査や処置、特殊
技術についての見学・介助が実施で
きる。

患児の反応を的確にとらえ、表現で
きる。

患児が安心して検査や処置が受けら
れるように、患児の年齢や状況にあ
わせた工夫について考えることがで
きる。

環
境
調
整

患児にとっての安全（事故防止，感
染防止)や安楽な環境について考える
ことができる。

生活援助や検査処置時の見
学を通して、安全・安楽に
ついて具体的に考えられ
た。

生活援助や検査処置時の
見学を通して、安全・安
楽について考えられた。

生活援助や検査処置時
の見学を通して、安
全・安楽について少し
考えられた。

生活援助や検査処置時の見
学を通して、安全・安楽に
ついてほとんど考えられな
かった。

意欲的にカンファレンスに参加し、
自分の意見が言える。

メンバーシップ・リーダー
シップの考えのもとに積極
的に役割を果たした

メンバーシップ・リー
ダーシップの考えのもと
に役割を果たした

メンバーシップ・リー
ダーシップの考えのも
とにあまり役割を果た
せなかった

グループの中での役割がほ
とんど果たせなかった

看護師と他職種との連携について考
えることができる。

様々な他職種との連携につ
いて考えたことを記述でき
た

2つの他職種との連携に
ついて考えたことを記述
できた

他職種との連携につい
て1つ考えたことを記述
できた

ほとんど考えられなかった

入院中や外来受診中の子どもを対象として、小児看護に特有な検査や処置、特殊技術について経験し、子どもの危機的な状況を理解するととも
に、子どもへのインフフォームド・コンセントやインフォームド・アセント及びプリパレーションの重要性について考えられる。

小児看護学実習評価表

到達目標

子どもとその家族との関わりを通して、発達段階や健康レベルを踏まえた援助的人間関係が形成できる。

あらゆる健康レベルの子どもを、個々の成長・発達過程の中で総合的に捉え、援助の具体的な方法が理解できる。

入院している子どもとその家族を受け持ち、子どもの発達段階を考慮した看護過程の展開ができる。

子どもにとって安全・安楽な環境を整えることの重要性を理解できる。

他職種との連携及び社会資源の活用について理解できる。

評　　価　　項　　目
自　己　評　価

関
係
形
成

関係形成において、工夫し
たことを３つ以上具体的に
説明できる

関係形成において、工夫
したことを２つ具体的に
説明できる

関係形成において、工
夫したことを1つ具体的
に説明できる

関係形成において、工夫し
たことを具体的に説明でき
ない

総合自己評価（学生）

総合評価

印　　　　　

Ａ：できた　　　　Ｂ：ほぼできた　　　Ｃ：少しできた　　　　Ｄ：ほとんどできなかった

実習期間　　　　　　年　　　　　月　　　　日～　　　　年　　　　月　　　　日

技
術
の
実
践

連
携

看
護
過
程
の
展
開

子
ど
も
理
解

子どもの成長発達に合わせ
た日常生活の援助を、具体
的に３つ以上実施できた

子どもの成長発達に合わ
せた日常生活の援助を、
具体的に２つ実施できた

子どもの成長発達に合
わせた日常生活の援助
を、具体的に１つ実施
できた

子どもの成長発達に合わせ
た日常生活の援助を、具体
的に援助できなかった

計画にそって実施でき、適
切な評価と計画の修正が記
載できた

助言を得て計画にそって
実施でき、評価と計画の
修正がだいたい記載でき
た

助言を得たが計画に
そって実施できず、評
価と計画の修正が少し
だけ記載できた

計画にそってほとんどでき
ず、評価と計画の修正が記
載できなかった

見学及び介助が３場面以上
実施でき、検査・処置時の
子どもの反応や工夫につい
て述べられた

見学及び介助が２場面実
施でき、検査・処置時の
子どもの反応や工夫につ
いて述べられた

見学及び介助が１場面
実施でき、検査・処置
時の子どもの反応や工
夫について述べられた

見学及び介助ができず、検
査・処置時の子どもの反応
や工夫について考えること

ができなかった



小児看護学保育所実習評価表

指導者

A B C D 評価

関
係
形
成

発達段階に合わ
せた言語的・非
言語的コミュニ
ケーションの工
夫

関係形成にお
いて、工夫し
たことを３つ
以上具体的に
説明できる

関係形成にお
いて、工夫し
たことを２つ
具体的に説明
できる

関係形成にお
いて、工夫し
たことを1つ
具体的に説明
できる

関係形成にお
いて、工夫し
たことを具体
的に説明でき
ない

A
・
B
・
C
・
D

子
ど
も
理
解

成長発達を考慮
した日常生活の
援助ができる

子どもの成長
発達に合わせ
た日常生活の
援助を、具体
的に３つ以上
実施できた

子どもの成長
発達に合わせ
た日常生活の
援助を、具体
的に２つ実施
できた

子どもの成長
発達に合わせ
た日常生活の
援助を、具体
的に１つ実施
できた

子どもの成長
発達に合わせ
た日常生活の
援助を、具体
的に援助でき
なかった

A
・
B
・
C
・
D

環
境
調
整

事故防止や感染
防止を配慮した
環境の調整がで
きる

３つ以上につ
いて、環境の
調整ができた

２ つ に つ い
て、環境の調
整ができた

１ つ に つ い
て、環境の調
整ができた

ほとんどでき
なかった

A
・
B
・
C
・
D

連
　
携

①看護師と他職
種の連携につい
て考えることが
できる
②グループ間の
協力が積極的に
行える

様々な他職種
との連携やグ
ループ間の協
力が積極的に
行えた

様々な他職種
との連携やグ
ループ間の協
力が行えた

様々な他職種
との連携やグ
ループ間の協
力が助言に
よって行えた

様々な他職種
との連携やグ
ループ間の協
力がほとんど
行えなかった

A
・
B
・
C
・
D

出席
状況

総合評価（指導者）

サイン

学生番号　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　

欠席日数  　　日　　　　　遅刻　　回　　　　　早退　　回

総合評価（学生）

四国大学看護学部看護学科　小児看護学実習記録様式B-3

評　価　項　目
自己評価

理　由

実習期間　令和　　　　年　　　月　　　日～　令和　　　　年　　　月　　　日 A：できる B：だいたいできる C：少しできる D：ほとんどできない

（小児看護学保育所実習）


